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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 ハイブリッドカラーの栽培においては、切り花終了後の球根を翌年の栽培に再利用しているが、栽
培中の球根の生育が不十分であるため再利用できる割合が低い。そこで、球根の生育に適した栽培
管理方法を明らかにした。

(1) 生育盛期となる夏期の地温を２５℃以下に抑制して栽培することにより、球根の生育は良好とな
り肥大率が高まる。

(2) 稲わらマルチを用いることにより、生育に適した地温を保つことが可能である。

(3) 栽培土壌の石灰含量を多く（石灰飽和度５０％以上）、土壌酸度をｐＨ６．５程度に保つことにより
球根の生育が良好となる。

(4) 生育後期の土壌水分が多いと（ｐＦ１．８以下）球根の腐敗症状が発生しやすい。

２ 期待される効果

翌年の切り花生産に再利用可能な球根の割合が高まるため、球根更新のための導入コスト低減が期
待される。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

(1) 球根腐敗の発生を防止するためには、別途防除対策が必要となる。

(2) 品種は「ブラックマジック」を用いた。
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